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1．はじめに

　テクストの構造については、従来さまざまなアプローチから研究されてきた。文体論で

は、テクストの伝達目的の分類やテクスト全体の構成（段落や段落構成）の分析を目指した

が、語句の運用など、語句自体の機能的な面への言及は少ない。一方、べヶシュ（1987）は、

グラフ理論を用い、語句を手がかりとしてテクストの内容的なまとまりをインフォーマント

の実験調査から計量的に追究した。認知的なテクスト研究である。一また、重松／長谷川

（1987）では、日本語教育の聴解を前提として、ノート・テーキングの技能から、（1）ニュース

朗読　（2）論説・講演　（3）大学講義の三種類にテクストを分類している。この主張は、ニュー

ス・朗読は、そのままデイクテーションすれば書いた文になる一方で、大学講義は、必要な

情報の取捨選択と論理的整理を行い、聞き手が文を作っていかなければならいものだとして

いる。つまり、聞き手が判断して、日本語として内容的まとまりを構築しなければならない

わけである。では、ベケシュ、重松／長谷川の指摘するテクストのまとまりは、実際にどの

ような言語形式で構成されているのだろうか、これをはかるのが結束構造である。結束構造

について、Beaugrande／Dress1er（1981邦訳1984：6）は、「表層テクストの構成要素が一つの

連鎖の中で相互に結合されている仕方」と定義しており、本稿では、号の結束構造の中で、

照応関係に注目して、ニュース番組の照応の方法を観察し、さらに大学講義との比較を行

い、それぞれの特徴を明らかにする。重松／長谷川（1987）で指摘されているジャンルの異な

りを計量的に実証するのが本稿の目的である。

2．先行研究と本研究の位置づけ

談話の照応に関する先行研究として、省略の観点から分析した久野（1978）や、主題と照応

関係にある名詞句の距離を計量的に扱ったGiv6n（1989）がある。これらは、主語の性質や文法

的格から調査したもので、統語論の立場からのアプローチであり、本研究のようなテクスト
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のスタイルを分析するものではない。反対に、文法現象の多様性を積極的に認めて、テクス

トのスタイルを追究したものに、Beaugrande／Dress1er（1981）やH刎1iday／Hassan（1985寛轟雄

訳1991）がある。ここでは、文法的に適格だと判断された文と文の隣接関係やテクスト金体の

構造の分析を行っている。特にHamday／Hassan（同：76）では、あるテクストにおいて、筋

遣が通ったものであるための意味的関違要素を結束構造の要素と説明し、その要素に1．指示

2．代用　3．省略4．接続5．語彙的な結束あ五つを挙げている。

　　　　　　　　　テクスト内の意味的関連要素

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．指示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．代用

　　　　　　　　　縞束構造の要素　　　　　3．省略

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．接続
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．語彙的緒東
　　　　　　　　　図1　緒束構造の要素（Ha11iday／Hassan1985邦訳ユ991）

本稿では、それぞれのテクストの表現形式の違いを追究するために、特に照応に関わる指

示、代用、および省略についての観察を行った。この立場からの調査に西原（1990）があり、

英文と日本語文の同内容のニュ」ス記事を比較した結果、日本語では同一語の繰り返しが多

く見られる一方、英文では同一指示対象でありながら、異なる表現を用いて繰り替えしを避

ける傾向があると報告している。

　本研究の目指すところは、テクストの形式とテクストの内容の二っの観点から日本語の表

現を観察することである。テクストーの形式については、ニュースという予め準備された原稿

を読む形式と大学講義のように整えられた原稿を用いることなく専門知識を説明する形式の

違いが、表現形式にどのように影響を与えるのか、また、テクストの内容については、

ニュースという一般人対象の内容と、大学講義という専門知識を有する聞き手に対しての内

容、さらに専門知識の中でも、理科系内容と文科系内容という異なったジャンルと表現形式

には関係があるのかを追究するわけである。

3．調査概要

3－1　調査資料

　ニュースの資料として、1995年2月に『NHKニュース7』を4日間録画し、文字化したも

のを利用した。　『NHKニュース7』は、夕刻7時からの約1時間のテレビ番組である。ま

た、大学講義のデータには、筑波大学構造工学分野の4講義と言語学分野の4講義（各講義
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75分間）を録画および録音したものを文字化し、資料とした（1）。なお、講義の形態は、学

生が教員の講義を聞いてノートをとるものである。以下、本稿中の記号Nは『NHKニュース

7』、記号Rは理科系の構造工学分野の講義、記号Bは文科系の言語学分野の講義を示してい

る。

3－2　調査箇所

　接続語「けど／が」の前後の照応関係を分析した。この箇所を選んだ理由は、次の二点を

予想するからである。

（仮説1）接続語「けど／が」は、書き言葉に較べ、話し言葉で多用されるので、話し言葉の

　　　　特徴が現われやすい。

（仮説2）接続語「けど／が」は、元来、逆接を表わす語であったが、話し言葉では、電話の

　　　　会話の冒頭で使われる「もしもし、○○です坦、」のように、逆接語としての機能

　　　　は低く、いわゆる終止形の形式よりも、発話者はその後に続けて何らかの発話意図

　　　　を持っており、「けど／が」の前後の隣接する文に結束構造の要素が現われる。

従来、rけど／が」は、「接続助詞」と「終助詞」の2種認められている（『日本語教育事

典』）が、談話では、文の単位の認定と絡み、両者の明確な区別は難しい。　「接続助詞」

は、文をつなげるもので、「終助詞」は、文を終えるための機能を備え、両者は反対の性質

だが、倒置文や言い直し、不完全な‡に「けど／が」が結びついた場合には、いずれか判断

できない場合があるからである。そのため、本研究の立場は、形式的に文を区切ることを目

的とせず、いかに内容的に文が続いているかを見ている。また、「が」と「けど」両者を取

り上げたのは、データの観察から両者の使い分けは、文法的問題や場面性よりも、個人差に

起因すると判断したからである（2）。この調査部分を図式化したものが図2で、S1が「けど

／が」に先行する文で、S2が後続する文であることを示している。

調査箇所

S1　　　　が／けど　　S2

　　　　　　　　　　　　　図2　本調査の調査箇所モデル

なお、本稿では、1つ以上の名詞と述語が結びついたものをSとして扱い、もしS1とS2の両

者に照応関係が認められるなら、どのような要素が選択されて、情報が流れているのかを観

察したのである。
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4．分析

4－1　分析基準と表記

　H汕day／Hassan（1985）で提案されている、結束構造の要素の1．指示　2．代用　3．省略　5．語

彙的な結束にっいて、照応関係になり得るS1とS2の要素のパターンを見ると、（a）同じ名詞の

繰り返し、（b）違う名詞句での置き換え、（c）指示詞での言い換え、（d）ゼロ記号の使用の四とお

りがあった。以下に分析の基準を挙げる。

　（a）同じ名詞の繰り返しを［名→名］とした。また、同じ対象を示していても「私」と

「僕」のように違う語を用いる場合には、（b）違う名詞句での置き換えとし、　［違名］と記述

した。そして、実質的に同じ対象を示して㌧・ても、コ系ソ系ア系の（C）指示詞へ言い換える方

法もある。

　（1）盈数がますます、あの一、複雑化いたしますけれども、也手計算でやろうなんて思

　　　わないわけです（R2）

例文（1）は、S1内で、「係数」と名詞で表現されているが、S2では、．ソ系の指示語「そ

れ」で述べられている。このパターンを［名→そ］と以下記す。同様に、「これ」　「あれ」

で述べられている場合には、　［名→こ］　［名→あ］とした。また、　「この係数」のような

「指示語十名詞」の形態を［こ名］と処理した。同様に「その十名詞」は［そ名コ、「あの

十名詞」は［あ名］と表記する。次に、（2）は（d）ゼロ記号（以下記号「φ」で表す）の使用例

である。

　　（2）初版杢はケースに入ってるんですけれども、今（φ）なくなって（B3）

S1内で「初版本」と表されたものが、S2ではそれ、に対応する語句の存在が認められない。し

かし、S2の命題事実は「今初版本がなくなった」ことで、故にゼロ記号での表現と判断し、

これを［名→φコとする（3）。また、　［名→こ］に対して［こ→名］のように、後方照応も

論理的に可能で、データからも観察された。

　　　　照応関係の要素のパタ．一ン　　　S1　　　　　　　　　　　　　　S2

　　　　　　　　　　名詞　　　　　　　　　　　　　名詞
（順列・組み合わせは自由）異なる名詞　　　　　　けど／が　　異なる名詞

　　　　　　　　　　指示詞（コ・ソ・ア）　　　　　　　指示詞（コ・ソ・ア）

　　　　　　　　　　ゼロ記号　　　　　　　　　　　　　ゼロ記号

　　　　　　　　　　図3　本調査の照応関係の要素のパターンの可能性

以上、照応関係のバリェーションを見たが、S1とS2内の項に照応関係が認められない場合も

ある。
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　（3）あの笠2一童までは言いましたけど、笠立童というのはですね（B3）

（3）は、全体のテーマとして、ある本についての言及だが、S1とS2内の名詞句に照応関係が認

められなく、同一指示対象にある要素がない（4）。この場合を［無関係］とする。

4－2－1　分析結果（1）ニュース番組の場合

4－1の基準に基づいて、ニュース番組で認められた照応関係のパターンの高いものを順に、

「けど」、および「が」それぞれの場合に分けて示したものが表1である。

　　　　　　表1　ニュース番組に見られる照応関係の要素のパターンの頗位

けど が

順位1現象の種類 I実数1順位1現象の種類 1実数

1 1無関係 291ユ 1名→名 4
2 1名→名 1 2312 j名→違名 2
3 151

4 1名→違名 7
j
1名→こ名

5 1名→こ名 315 1鰯係 1
1名→こ

接続語「けど」に較べて、「が」を含んだ環境では、わずかしか認められなかった。「け

ど」の環境では、　［無関係］が最も多く、続いて［名→名］、　［名→φ］、　［名→違名］、

［名→こ名］と続いている。一方「が」では［名吋名］のパターンが最多値で、実数4で

あった。続いて［名→違名］　［名→φ］　［名→こ名］が実数2で、　［無関係］　［名→こ］が

実数1であった。

　次の（4）は、「けど」および「が」の両方で上位にある同じ名詞の繰り返し［名→名］の

例である。

　　（4）次は国会の動きですが、国会は衆参両院の本会議で平成6年度の第2次補正予算案

　　　ドついて審議を行ないましれ（N1）

西原（1990）の調査は、書き言葉ではあるが、ニュース雑誌の日英対照分析を行い、英文の

記事では同一名詞句の繰り返しを避ける傾向に対し、日本語のニュース記事は、同一名詞の

繰り返しが多いと述べているが、同様の結果を得た。このように、名詞句を用いて表現して

いることは、テクスト自体が非常に明示的であると言えよう。重松／長谷川の指摘するよう

に、ゼロ記号が多ければ、聞き手はそれを補いながら文章を構築しなければならないが、明

示的な場合には、その過程は必要ではない。

　この他、二三一ス番組の特徴として、コ系指示語の使用がわずか、に認められたが、　「そ
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れ」などのソ系指示語および「あれ」などのア系指示語が、照応関係を持たない点も挙げら

れる。ニュースの照応関係の特徴は、次の二点である。

　　　I　ニュース番組の特徴　一①　同一名詞の繰り返しの多用

　　　　　　　　　　　　　　　　②ソ系指示語およびア系指示語の非使用

4－2－2　分析結果（2）大学講義の場合

理科系の大学の講義を、ニュース番組と同様の処理をしたものが、表2である。

　　　　　　　表2　理科系に見られる照応関係の要素のパターンの順位

けど が

順位1現象の種類 1実数 頗位I現象の種類　峰数
1 1無関係 6411 綾搬 ｛

37

2 1名→こ 0112 名→こ 15
｛

3 1こ→こ 1913．．．．．1．名→名 ≡
14

4 1名→名 1714 I、　　　㌧」一“」 ，

13
｝

5 1名→違名
915．．．、．．．

8
1名→そ g16、．．．．1名→そ ｛

・…｛・…一 6
7 817

■
｝

1 5
8 1こ→ 618 ■

1
名→こ名 ≡ 4

「けど」と「が」を較べると、　［無関係］が共通して最も多いだけではなく、多少の頻度の

順位は異なっても、同じ照応関係のパターンが上位を占めており、　［名→こコ、　［こ→

こ］・、　［名→名］、［名→そ］、　［名→φ］、［こ→φ］が共に認められる。ニュース番組

に較べると、指示語の使用が多くなり、コ系指示語の連続や、ソ系指示語の使用されている

ことがわかる。またニュースでは見られなかったゼロ記号表現も現れている。データを観察

すると、指示語の中でコ系指示語の多い理由の！つに、場面指示の用法に気がつく。発話内

の言語的要素を指示する文脈指示ではなく、可視的なものを指示対象とする用法が目につい

た。理科系講義では、教科書や本を用いるのではなく、図形や数式を直接聞き手に示す形態

が頻繁にとられており、その際の表現形式の例が（5）である。一

　　（5）五は車両の横方向、ここにありますが、二並が上下方向を表す（R3）

この例では、、「Zはここにあります」と黒板上を指していて、さらに接続語「が」以後で、

「これ」と続けて述べている。

　　　I　理科系の特徴丁①　コ系指示語の多用

　次に、文科系の大学講義で認められたものが、次ぺ一ジの表3である。ニュース番組や理

科系と較べて、非常に多種多様なパターンが観察できた。先の二つのデータと同様に、明示
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的な［名→名］も多いが、理科系では［こ→こ］の指示語の連続しか見られなかったのに対

して、　［そ→そ］という例（6）のよ’うに、ソ系指示語の連続が目立つことも特徴的である。

　（6）圭担をいろいろやっていくんだけれども、圭担が一体どういう意味を持つかってこ

　　　　とが自分で把握できないことがあるんです（B1）

　　　　　　　表3　文科系に見られる照応関係のパターンの順位

　　　　　　　　　　　けど　　　　　　　　　　　　が
順位 1現象の種類1実数 順位 現象の種類 1実数

1 1無関係 100 1 無関係 42

2 1名→そ㌻瓜朴 36 2．「名→こ 13

3 33 3 ．こ→名 10

4 30 4 9
5 1名→名 19 5 8

、’
19 6 ．．φ．ご．φ．．．．． 8

7 1そ一そ　和 17 7 名→名 7
8 1こ→名 15 8 、　　　　　、』一“」

6
9 13 9 名→そ名 4

1名→こ
．．…芋．．’．’

10 こ→そ 4
11

　、　　　　　、　」■十」　　　　　　・十・…．L名→そ名

9 4
12 8 12 名→違名 3
13 1こ→そ 7 名→そ 3

7 名→こ名 3
、 7 、 3

16 一一一一一，＿一 6 そ→そ 3
17 1そ→こ 5 3
18 1そ→名 4 18 、 2
ユ9 1名→違名 3 19 1

0
21 1名→こ名 2

1名→あ名 2

結果から理科系では、ソ系指示語の使用が少ないのに対して、文科系では多いことがわか

る・又、理科系でもわずかに見られたゼロ記号は、文科系では非常に多く、　［φ→φ］（5）

が「けど」「が」両者の環境で見られる。さらに、接続語の前にゼロ記号が現れる［φ→

名］、　［φ㌧こ］、　［φ→そ］という現象は、先の二つのデータには現れなかったが、　（7）

は、その例である。

　　（7）あの別に（φが）開いてたって構わないんですが、たいていは次のまという音に引か

　　　　れて旦が閉じている（B2）

また、指示詞の用法に関して、ニュース番組および理科系データでは、指示詞の指示対象が

前方にある前方指示だけであったが、　［こ→名］、　［そ→名］のように後方照応δ用法も少

なくない。例文（8）は、その例である
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　（8）二並は、ちょっとノンバーバルコミュニケーションじゃないんだけど、人と人の関

　　　係においてはね、座⊥左ひとつにしてもそうです（B1）

（8）は、S1で「これ」と述べられているが、指示対象はS2の「座り方」で、後方にある。文

科系講義の特徴は、次の二点である。

　　　皿　文科系の特徴一①　ソ系指示語の多様

　　　　　　　　　　　　②後方照応

4－3　調査結果のまとめ

　ニュース番組と大学講義の照応関係のパターンを観察した結果、それぞれに特徴が認めら

れ、ニュース番組と大学講義という形式的な要因だけではなく、同じ大学講義でも、理科系

と文科系という異なる内容では、それぞれ特徴的な傾向が認められた。これは重松／長谷川

の指摘するニュースと大学講義といったテクストの種類だけではなく、理科系内容と文科系

内容といったテクストの伝達内容によっても表現形式が変わることを意味している。一

　また、指示語に関してはある特徴が見つけられた。大学講義において、コ系ソ系は照応関

係を持つ一方で、ア系指示語のみ照応関係を持たないのである。ア系指示詞自体は、講義の

中で多く用いられたのだが（6）、（9）のように、照応関係を持っていないものが多い。

　（9）奇妙な論理っていう本ですけどね、あのあ並です。　（B1）

上の例のようにア系の多くは、言い淀みや埋め込み表現化して、指示対象がないものが多

い。こうした表現は、例えば英語では、’we111や1you㎞ow1の字義を離れた用法に通じるもの

で、Stubbs（1983：68）を援用すれば、統語的に命題に影響を与えない発話である。つまり照応

関係の観点からは、ア系の指示語は指示対象を持たない、いわゆる間投詞の機能に属する傾

向がある。

　以上の観察をまとめたものが、次の図4である。

テクストの種類 特徴的な照応関係
ニュース番組の特徴 1同一名詞の繰り返しの多用

2　ソ系・ア系指示語の非使用

大学講義理科系の特徴 コ系指示語の多用

大学講義文科系の特徴 1ソ系指示語の多用

2後方照応
図4　テクストの種類と照応関係の多く見られるパターン
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　となっている場合を、φと記述した。

（6）山本（1993）で、本発表と同一資料での指示語の分析を進め、コソアの使用頻度を次のように報告している。

　　　　　　　　　表4　大学講義で使用された指示語の実数

コソアの使用頻度数

理科系

コ系指示語≡　ソ系指示語≡

2095　　　　　　　　600

ア系指示語

535
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【資料1 NHKニュースの数値】

表中文字について

名

違名

そ

あ

こ名

そ名

あ名

代名

φ

名詞

違う名詞

コ系指示謡

ソ系指示謡

ア系指示謡

この／こんな十名詞

その／そんな十名詞

あの■あんな十名詞

代名詞　　　　1

ゼロ記号

N1：2月6目 N2：2月7日N3：2月8目M：2月9目

～が～
　．‘τ…’．N11㎜・1N31N41

　　～はど二　’’T…’’　　’’干…’I’．1N11胴1N31M1

．左糺…

鐘閣係、 1
1

』1O1　．丁．．一．’．．’

01 中”路 g
1
101 41 30

一一．1’1了1’’■’

名→名 』ζけ1…ザいボ独1…亘1鍋1111111 27
螢婆名．二 9
名二ψ 17
名→こ 1
名ご圭、 2
圭ご変．．．．

0
盆ごこ養．．． 5
名→そ名 1
角遇乱“ O

長負ご；名
・1・1・1政．トδデ191、・1・1ユ1・1ポ亙1二1、』1・ザ・1・1・ド・1O1・r　0ド・1瓜寸…11l1締三二至二二二＝11＝二1←1耳路1ボ亙……・；払．・r19㌧・1

O
三名ごこ 0
三名→そ O
三名ご皇 O
そ名→そ 0
そ名→φ O

主二乱1…
一一■●■

か O1 01
δザすr

1
．三ごφ． 0

1
O

こ→こ
』1O101δ「11l1l1篶ド 0

．三ごそこ→あ’

O
0

こ→こ名’
0

こ→そ名 O1

6ザ
0
1
O
1 0

隻三あ茗…’ O
1
01、 O

、量ご名．．．
ユ1介炉・1篶1δデニq1・1持鰍11樽1F1将｝二熱ニニニ旺

0
．童二乏、． 0
そ→こ 0
そ；ぞI

0
そ→あ． O
そ→こ茗’I

O
焦そ名… O
圭ご壷餐 0

あ；茗“
黙茸1繋1室1柵一；1孫二二11二二二11；1肌・1・1一且1＿911111・1l1亘；llll1払

O
童汲二 0
あ→こ 0
あ二ぞ“．’

0
重三蚕二鮎こ名二1二

O
O

．鮎量名座ご搬＝二

O
0

φ→名’

妾
畠
　
0
ド
0
1
0
1
0
1
・
1
瓜
W
…
0
1
臣
鉢
1
1
1
1
1
1
1
1
0
1
0
ザ
ガ
O
1

事
1
ニ
ニ
ニ
1
紅
；
1
、
研
｛
汰
。
…
ユ
l
1
9
1
・
デ
・
1
・
1
l
1
劣
揖
二
津
ユ
五
ヱ
l
l
・
1
・
1

0
五二φ 1

0
φごそ O
皇ご壷．、 O
．丘ごこ盆．．、 0
虹そ名… O
φ→あ名 O
φ二代茗… 0

涌茗二隅…
‘“‘．●■■■■●●■●●■■

δポニ91　　　τ1・．’i ・1政　　■’i“・‘i’一 市て…÷一…．・・ト……T・・…

かすピ O
l　l1一 ．．．．’’11

合酎 4
1
8
1
O
1
0
1
211231331 5

1
％
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【資料2 大学講義の数値】

文科系B理科系．
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